
『学ぶ』２学期に
例年より10日早く、8月17日(月)から2学期が始まりました。

始業式では、「『学ぶ』とは、昨日できなかったことができるように

なる、昨日知らなかったことに答えられるようになることである」という話をしま

した。漠然と机に向かうのではなく、できるようになるまで頑張ってほしいとの思

いからです。学業だけでなく、学校行事等を通して学ぶことも多くあるはずです。

一人一人が多くのことを『学ぶ』学期にしたいと考えています。

生徒たちは猛暑の中、遅れている分の学習を取り戻そうと一生懸命頑張っていま

す。さらに3年生のみ、授業時数を補うための7時間目授業を開始しました。

2学期も感染症対策に十分配慮しながら教育活動を行って参りますので、御協力の

ほどよろしくお願いいたします。
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３年生部活動引退式
７月31日に３年生の部活動引退式を行いました。

例年は、夏の大会後に行うものですが、今年は大会が実施できなかったため、終

業式の日に時間を設けました。どの部とも１・２年生から感謝の言葉、３年生から

は下級生へのメッセージが贈られ、温かな雰囲気の中で部活動を引退することがで

きました。

校内の壁に防かびコーティング
保護者の西尾巧様のご厚意により、無償で校舎内の生徒

が多く触れる場所（トイレや階段の壁、教室のドアやスイ

ッチまわり、食堂の椅子等）に防かびコーティング剤NFE

2を塗布していただきました。このコーティング剤は、防

かび効果以外に防臭効果、光が当たることによる殺菌効果

も認められているものです。効果も長持ちするそうで、目

に見えないところから生徒の安全を守ってくれるものと思います。



たくましい生徒を育てたい

本校の教育目標のひとつは「たくましく」です。困難に直面してもへこたれず、自

分の力で乗り越えようとする生徒を育てたいと考えて設定しました。

１学期の様子を見ると、外で部活動ができるような雨でも「迎えに来て～」と電話

をする生徒がいます。「自力で帰れば？」と声をかけても意に介さず、迎えに来てもら

うのが当然といった様子です。ちょっとした雨でも送迎の車が多いのが実情で、自転

車・徒歩で登下校する生徒の安全が確保できないため、7月より送迎の車は一方通行

にさせていただきました。

保護者の皆様にお願いがあります。雷雨や豪雨等で危険を伴う時、体調不良などの

事情があるとき以外は、自力で登下校させてください。自力登校することで体力がつ

き、感染症予防にもなります。他にも、雨の日の危険性や衣服が濡れたときの不快感

を知り、荷物や衣服が濡れないようにするにはどうしたらいいか、濡れてしまったら

どうするか、濡れることを想定してどんな準備を

したらいいかなどを考え、対応する力がつきます。

そして何より、たくましい精神力を身に付けるこ

とにもつながるものと考えています。

意図を御理解いただき、御協力のほど、よろし

くお願いいたします。

９月の行事予定

2(水) １年 奉仕活動 20(日) ノーメディアデー

6(日) PTA奉仕活動予備日 23(水) 任命式

7(月) １年稲刈り⑤⑥ 24(木) 内科検診（1年、2年男子）

9(水)～11(金) ３年修学旅行 ※25(金)・26(土)に予定されていた地区

16(水) 2年小児生活習慣病予防検診 新人大会は中止となりました。

17(木) 生徒会役員選挙立会演説会、生徒会役員選挙

エアコンを設置しました

スクールカウンセラーの相談や生徒、保

護者の皆様との懇談に利用している相談室

3にエアコンを設置しました。電源工事は

市教委の予算、エアコンの購入と設置工事

は廃品回収の益金から支出しました。例年

は大会時のバス代に当てていた予算ですが、

今年は大会がなくなった

ため、有効に活用させて

いただきました。

修学旅行は東北へ

7月末からの新型コロナウイルスの感

染状況悪化を受け、修学旅行の行き先を

関西方面から東北方面に変更しました。

計画の変更は、生徒の意向を踏まえなが

ら、３年保護者の皆さんと相談して決定

しました。震災学習と東北の

歴史的建造物の見学が中心

の修学旅行となります。


